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１．はじめに  

 

～不登校児童生徒のためだけの特別な学校ではなく、 

すべての子どものための未来の学校を創る～ 

 

 現在、全国的に不登校児童生徒数が増加しており、令和４年度には約 29 万 9 千人と過 

去最多となったことが発表されている。玖珠町においても、令和４年度時点で町内小・中学

生が合計47名と、ここ数年増加傾向にある。また、不登校出現率は、小学校1.0%、中学校1

1.0%である。（全国：小学校1.30%、中学校5.0%) 

 町ではこの状況を受け、令和５年８月に総合教育審議会に「不登校児童生徒への支援の充

実」等について諮問し、児童生徒・保護者に対するアンケートによる実態把握、それを踏ま

えた対応策について議論を行い、同年10 月 30 日に答申をまとめた。同答申において「玖

珠町立学びの多様化学校」の設立が提言され、令和６年４月の開校に至った。 

 同審議会で繰り返し指摘されたことは、不登校は決して個人や家庭の問題に留まるもので

はなく、パンデミックなどにより、世界規模で価値観が変容する今日において、これまでの

学校教育のあり方、子ども・家庭を取り巻く社会のあり方を見直すための子どもたちからの 

身を挺した問題提起であるということである。 

 私たちがめざすのは、不登校児童生徒のための特別な学校ではなく、「すべての子どもの

ための未来の学校」である。価値観が多様化し、不確実性が高まる今日において、旧来の画

一・一斉型の学校モデルの限界が近づいている。子どもは生まれながらにして多様な存在で

あり、その多様さこそが尊いものである。子どもたちの多様性を包み込み、子どもと教員が

心から楽しみながら、未来の学校を創る。それがこの学校に求められる使命である。 

 その使命の達成には、様々な困難が伴うことを覚悟しなければならない。しかし、私たち

が困難に対峙しながらも、その使命を追い求めた軌跡が、日本そして世界の子どもたちに新

たな時代への道しるべを示すことになる。思想家の魯迅は著書にこう記している「もともと

地上には道はない。歩く人が多くなれば、それが道になるのだ。」 

この学校が、より良い未来への道を創る最初の一歩になるために挑戦をしていく。 
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２．学校教育目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みつける 

● 一人ひとりが、自分の「すき」や「夢」をみつけ、

楽しさを味わいながら、学びに向かっていきます。 

つながる 

● 一人ひとりが、多様性を認め合い、つながり合って

生きていくことを学んでいきます。 

ひろげる 

● 一人ひとりが、楽しみながら挑戦することで、自分

の可能性を最大限にひろげていきます。 

全教職員で決めました！ 



4 

 

 
３．教職員組織（対話を中心にした心理的安全性の高い組織づくり） 

〇すべての子どものための未来の学校をめざす本校は、同時に「すべての教職員が安心し 

て楽しく働くことができる未来の学校」をめざす必要がある。教職員が孤立せず、周り 

の支援を得られ、安心して意見を表明したり、挑戦したりできる「心理的安全性」の高 

い組織をつくっていく。 

 

〇「心理的安全性」の高い組織に必要なのは「対話」である。孤立や閉塞感は、対話の無 

い組織に生じる。孤立は、他者に悩みや懸念を共有できないことで生まれ、閉塞感は、 

メンバーが対等かつ自由に意見を述べられない専制的な組織に生じる。これを防ぐため 

には「対話」によって互いの考えを表出し、認識し合うことで、必要なサポートを求め 

たり与えたり、メンバーが自由闊達に意見し、挑戦できる環境をつくっていく。 

 

〇組織の形は、基本理念（学校教育目標）を見失わないよう、より良いものをめざして常 

に変化していかなければならない。前例や慣習にとらわれず「子どもを主語にしたとき 

にどうあるべきか」という視点に立ち返り、教職員間で対話し、進化し続ける心理的安 

全性の高い組織づくりをめざす。 

 

 

４．特別の教育課程の編成 

〇本校は、不登校児童生徒の実態に配慮した特別の教育課程を編成して教育を実施する必 

要があると認められ、文部科学大臣の指定により、教育課程の基準によらずに特別の教 

育課程を編成して教育を実施することができる。 
 

〇特例により、標準授業時数より時数を削減している。総授業時数は前期課程（１年〜６ 

年）で5785時間から5680時間（98%）、後期課程（７年〜９年）で3045時間から 

2625時間（86％）削減している。 

 

〇「道徳」「特別活動」「総合的な活動の時間」については科目を削除している。 
 

〇新たな科目として、「探究」「対話」「野遊び」を設ける。 
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５．カリキュラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．時間割 

 

 

午前中は個別に合わせた教科の学び、午後は協働的な探究の学び 

自分のペースでリズミカルに一日が流れます。 
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７．教育課程表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


